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DX戦略について



当社が進めるDX戦略について

デジタル技術によって、
営業・製造・検査・出荷の工程を変革し、
生産性の向上を進め、従業員満足度・顧客満足度を向上させます

社会環境の変化に、

お客様のニーズに、

迅速に機動力をもって

全従業員参加で対応していきま

す。

社長をはじめ役員が先頭に立ち

D X戦略に取り組んで参ります。

①業務支援システムのバージョンアップ

変 化 し て い く 社 会 に 敏 感 に 反 応 し 、 お 客 様 と 従 業 員 の 声 を 聞 き 、

ア ジ ャ イ ル に 対 応 し て い き ま す 。 キ ー プ ロ セ ス か ら サ ポ ー ト プ ロ セ ス ま で

一 貫 し た デ ジ タ ル 化 を 進 め て ま い り ま す 。

②従業員一人一人のオペレーションのデジタル化の推進

従 来 、 仕 事 と し て 捉 え て し ま っ て い た 作 業 の デ ジ タ ル 化 を 推 進 し 、

全 従 業 員 が 参 加 し て い け る 体 制 づ く り を 進 め て い き ま す 。

③企業文化の継承と技術の向上に努めていきます。

デ ジ タ ル 技 術 を 活 用 し て 常 に 技 術 の 向 上 に 努 め て い き ま す 。



当社のデジタル化の取り組み

2018

経営革新計画

2019

業務支援システム

仕様書登録・受注処理・EDI受注処理

購買管理・在庫管理・履歴管理・経理事務処理

2020

製造部の見える化

製造部各フロアにタブレット導入

進捗状況把握・作業予定・作業履歴・勤怠管理

2022

見積支援システム

新規顧客管理・新規案件管理

見積管理・失注管理・売上成績のグラフ化

2023

繁閑状況の見える化

製造部の繁忙状況・繁忙予測

当社は、お客様の立場に立ち、付加価値の高いラベルを提案し、迅速に対応できる営業プロセスを構築するために

2018年1月に経営革新計画を立て、2019年８月に業務支援システムを導入しました。2020年秋に各製造部にタブ

レットを導入し、製造部の進捗状況などの見える化を進めました。2022年初めに見積支援システムを導入しました。

2023年に製造部の繁閑状況の見える化を導入する予定です。進化していきます。



データ利活用の取り組みと今後
当社は、システム導入後、データの利活用を推進しています。例えば、業務支援システムで出力される２次元コード

などをバーコードリーダーで読取、目視で行ってきた受入検査、照合検査に活用しています。工数を削減し、見間違

え、出荷ミスを無くしました。見積支援システムで作成した見積が受注決定したときは、その仕様データ、価格デー

タをそのまま仕様書作成にコンバートできます。類似品の見積、過去の失注の見積データを活用して、次への受注に

反映させます。今後、繁閑状況の見える化、印刷仕様の難易度の自動判定、仕掛品や在庫品の管理などに取り組んで

いき、お客様満足度・従業員満足度を高めていきます。

仕掛品・在庫管理

（デジタルピッキング）

2022

↓

ＤＸ戦略

業務支援システム

過去の受注データ ⇒ 履歴管理

印刷仕様 ⇒ 類似品の検索や照会

バーコードリーダ導入 ⇒ 受入・出荷の照合検査

バーコードリーダ導入 ⇒ 現品ラベルの自動出力

製造部の見える化

製造部の進捗管理

各印刷仕様の難易度の見直し

見積支援システム

見積データ ⇒ 受注時に印刷仕様に自動変換

過去、失注データの分析

類似品の見積の照会

繁閑状況の見える化

印刷仕様の難易度の見直し

中長期の製造部の予定の見える化

難易度の自動判定

各製造スタッフの力量の見える化・目標設定

見積の積算工賃見直し・波及

（AIの活用の模索）



当社が進めるDX戦略について

お
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様

設備点検 測定機器管理

設計・企画

営業

購　買

経　営

経営者の約束（責任）

品質方針・品質目標

顧客満足

経 営 管 理
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製品実現計画

文書管理

営　業
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役員会

（工場長会議）

資　源

不適合品管理

検査 包装・出荷印刷加工

リスク管理

内部監査

顧客満足

製品実現プロセス

製　造 営業

経　営

キープロセスのデジタル化

サポートプロセスまで含めたデジタル化

D X 戦 略

2017年より当社のキープロセス（営業～製造）でデジタル化を進めて
おります。一元管理ができるシステムを構築しています。業務支援シス
テムから少しづつ枝葉を広げていくようにデジタル化を進めてまいりま
した。

今後、お客様に対して、従業員にとって、社会の変化に柔軟にスピー
ディに取り組んでいくためにＤＸ戦略を進めていきます。
ＤＸ戦略は、サポートプロセスも含めた当社全体を俯瞰する取り組みを
進めてまいります。
SDGs、働き方改革の効果が見える取り組みを進めてまいります。
お客様満足度、従業員満足度を向上させていきます。


